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0接着用,塗ヽは別にお求め下さい。        ●
●機着剤、塗料を使用の際は換気を良くして下さい。●
0対象年齢は12歳以上とさせて戴きます.

●細かな部品は誤飲などの危険がありますので、  ●
幼児の手の眉かない所に置いて下さい。      ●
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白露型駆遷艦は、ロンドン軍植桑詢の下は計画された初春型駆塚器の

後続艦である。初春型は初春と,0の公試運転時に、重装備と高重心に

よる復元力不足を露呈してしまい、この結果、12隻の建造は6隻で終了

した。自露型は議 +を大幅に改めたが、復¬性を重んじた為ヒ翻本強度に

間履を残しての登場となつた。そこで、昭和
`OFに

発生した第 4艦隊事件

の教訓を採用 して後ほど船体捕強工事を追llするなど完成までには混&
があつた。完成した自露型の主要兵義こ機関ぼ初春型を踏襄した7tr 魚雷

兵装は初の四連姜発劇管を割馬し、用月則の要望したハ劇線を実現した。
船体強度に関して|よ 完成後に脚本を補強した前期艦と、それを建造時点

で実施した後期館がある。また、壼型の違いとして、前期艦 0豊は艦橋ガ

角振り、後期鮨4重は艦橋ガ丸くなつた。
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で竣工した。 Ejm型この大きな相違点は饉橋前部ガ丸みを帯びてスマート
はなつた点である。本艦以降に完成した「山回J「江風J「涼風Jと共に

第2葛遷稼を編成し、太平洋戦争に突入していつた。4艦は南万3階に所

属、1942●のスラバヤ刑黎餃 ミツドウエー政略●戦に参加を皮切りに、

各種護衛 輸送任務に従事したが、19“年 2月 1日 にトラツク島南方にて

米潜「ガードフイツシュ」の雷撃を受!ナ沈没 し、 3月310に除籍された。

7薔艦 ,コ田 国昭和12年 5月
"日

に改曰露型の1番艦として、

0郡品リスト ※下記部品のパーツて兵装強|ヒ 後を再場します.
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をます。艦底付きのフルハルモデルにする場合は
艦底部品を組み立てて船体上部と接着して下さい.
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4て組立てた船体下部を
接着します。
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●部品を紛失、及び破損した場合は

右のカー ドの必要事項にもれなく

記入し、必要な部品を0て日み、
郵使局の定議為替て代金をお送り

下さい。弊社到着後発送致します.

●機金の合計力句 ∞0円以下の嬌合

`よ

「郵使切手Jてお支払い下さい。
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リンリウム :PCll

0数字はデカールlloで す。
0(X)戦時中の戦闘饉誕には艦名 駆逐隊番

=等
の表認は一切消されました。

しかし コレクシ∋ンの際の区別に便利なように置名のデカールを入れて
あります。

●駆逐隊番号を見0る場合は、下記の表を参照r_16つて下さい。
●戦時中 搭載量は艦橋両舷の 7mカ ッター以外は省18さ れていた可能性が
あります。

●戦時中、デカールlD～ lllの第2煙実用白帯は使用しません.

●PCllは ビツト0-ドカラー日本海軍饉艇色セツト2(P● 21)に入つています。
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 内火(:幌8:分 C45PIT―ROAD JAPA田  ●装備は一部推定の部分がありま
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■駆逐隊番
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剛卜 山風 江風・ 涼風

=E戦
投峙まで24駆逮隊

昭和 13～ 19年 24
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●海凰 山風 江風 涼風のB名デカールが付属しています。

艦名(現に読み ) NAME 置工 Ш  SIII i冬 戦時  AT [ND OF ‖AF

曰電  しらつゆ

時雨  しくれ

村雨  さらさめ

夕立  ゆうだち

春雨  はる0め
五月雨 さみだれ

海風  うみがt7
山風  やまかぜ

江日  かわかぜ

涼風  すずかぜ

Sh(ratsuyu

Shi8ure
Murasam。
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Hatusame

Samidare

枷 kaze

Yamaka2e

Kawaka2e

SuZuka2e
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1936′ 09/07
1987/01/07

1937/01/07

1937/03/26
1037/01/29

1937/05/31

1937/00/00

1987/04/30

1937/03/31

U44′ UO′ 10硼友 0

945/01/24戦 没 S

943/03/05戦 没 S

942/11/13戦 没 S

944/06′ 08戦没 S
044/03/26戦 没 S

944/02/01戦 没 S

942/00/231t,2 S
043/03/06H力 投 S
944/01/25蜻£投 S
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